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不要な布マスクの寄付を
受け付けています

春の叙勲伝達式
６月１日（月）

　自宅で使用していない不要な布マスクの寄付を
受け付けています。役場中央入口（時計台の前）
に寄付箱を設置しています。寄付いただいたマス
クは、町内の小学校・介護施設等で活用させてい
ただきます。寄付いただいた皆様、ありがとうご
ざいました。

熊本県酒造組合から消毒用アル
コールをご寄付いただきました
　熊本県酒造組合から各蔵元へ届けられた消毒用
アルコールを、室原酒造様より「ぜひ、町で有効
に使っていただきたい」とご寄付いただきました。
　今後の避難所運営や保育・教育の現場などで、
有効に使用させていただきます。ありがとうござ
いました。

　元消防団長の橋本一幸さん（志童子）が春の叙勲で瑞宝単光章を受章され、町役場にて賞状などの伝達式
が行われました。本来は熊本県庁で県知事からの伝達式が行われる予定でしたが、新型コロナウイルスの影
響により髙橋町長からの伝達となったものです。橋本さんは約 40 年の消防団活動と消防団長としての活動
を称えられての叙勲で、感想を伺うと「自分ひとりの力ではなく、支えてくれた消防団や町民の皆さんと一
緒に頂いた章です。」と周囲への感謝を語っていました。
　受章、誠におめでとうございます。

叙勲を受けた橋本一幸さん（写真中央）

役場内に寄付箱を設置しています

伝達式にて町長から賞状が授与されました

代表の室原彰典さん（写真右）
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飾り作りの説明を熱心に聞いています 飾りに色を塗っていく園児たち

町内保育園で木を使った七夕飾りづくり
6月25日（木）

　町の木育事業として、町内保育園の４，５歳児のクラスを対象に七夕飾りづくりを行いました。23 ～ 25
日にかけて町内３園で実施され、25 日は黒川保育園で行われました。
　園児らは、小国杉で作られた七夕飾りに糸を通して、それぞれ思い思いの色を塗っていきました。
　この体験を通して、子ども達には木をもっと身近に感じてもらい、保護者の方には木の新たな利用につい
て知ってもらう機会になればと思います。

アルカリ除菌水の寄付 次亜塩素酸水の寄付

増田さん（写真中央）と衞藤さん（写真右） 来庁いただいた小田原さん（写真左）

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、グ
ローバル医療福祉グループ株式会社の増田幸司さ
んより、アルカリ除菌水 500ml 72 本を町に寄付
いただきました。増田さんはくじゅう・わいた展
望公園の衞藤義彦さんと親交があり、その繋がり
で今回ご寄付頂いたとのことでした。感染拡大防
止のために使用させていただきたいと思います。
ありがとうございました。

　新型コロナウイルス感染拡大防止を目的とし
て、髙橋町長の高校時代の級友である小田原章さ
ん（株式会社漫遊　熊本支店）より、次亜塩素酸
水 60ℓを町に寄贈いただきました。次亜塩素酸
水はノロウイルスやインフルエンザの消毒薬とし
て使用されており、コロナウイルスにも効果があ
るとされています。感染の第 2 波も予想される
ため、感染拡大防止のために使用させていただき
たいと思います。ありがとうございました。
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私
た
ち
は
、
昨
年
度
か
ら
市
原

保
育
園
で
、
大
豆
の
生
産
か
ら

加
工
、
消
費
ま
で
の
体
験
が
で

き
る
活
動
を
し
よ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
町

の
伝
統
食
や
食
文
化
に
触
れ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら

始
め
た
も
の
で
す
。

今年は、コロ

ナで何もでき

んかねぇ。 

 

 

市原保育園で去年

した、大豆育てる

とはできんどか？ 
バイキングもした 

かけど心配やし…。 

 

あれは、子どもたち

がいろいろ体験で

きるき、できたらや

りたいよなぁ。 

私
た
ち
は
、
南
小
国
で
生
活
す

る
こ
と
で
身
に
つ
い
た
知
恵

や
知
識
を
、
皆
さ
ん
に
伝
え
る

活
動
を
し
よ
り
ま
す
。

 

の
大
豆
日
記 

苗植え 収穫 味噌作り 

で
も
、
今
年
は
何
が
で
き
る
じ

ゃ
ろ
か
。
何
か
活
動
で
き
る
じ

ゃ
ろ
か
…
。

今
年
度
も
や
れ
た
ら
い
い
な

と
、
保
育
園
の
先
生
に
相
談
。

す
る
と
、
Ｏ
Ｋ
を
い
た
だ
き
、

今
年
度
は
町
内
３
園
で
取
り

組
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち
は
！

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

で
す
！！

大豆日記① 
６月１６日～１８日の３日間で、 

３園で大豆の種を植えました。 

農
家
の 

お
ば
ち
ゃ
ん
ズ 

×
 

保
育
園
の 

お
ま
ご
ち
ゃ
ん
た
ち 

 
大豆 

ください！ 

すると…。 

3日後には芽が出ま

した！ 

子どもたちがたっ

ぷりお水をあげて、

お世話をしてくれ

たからですね。 

★次回は、苗を畑に植えます。
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①　乾電池のセット

○停電時以外は、乾電池はセットしないで下さい。 (※液漏れの原因となります。)

○乾電池は告知端末の近くに常備しておいて下さい。
○乾電池はアルカリ乾電池の利用をお勧めします。  (※充電式電池は使用しないで下さい。)

　

②　配線の確認

【注意！】光ケーブルが倒木等により断線している場合には
　　 放送が流れませんのでご注意ください。

　災害等により停電した場合でも、乾電池を使用して町からのお知らせや
ラジオを聞くことができます。下記２点を確認することで利用できます。

南小国町 防災・行政告知端末

このつまみを矢印(▷)の方に

押しながらカバーを取り外します。

単三電池４本を＋極－極を間違えないよ

うに入れてカバーを取り付けます。

受信ケーブルが接続されているか確認してください。

受信ケーブルとの接続点

乾電池使用時の電池耐久時間の目安 (新品使用時)※乾電池の性能により変化します。

【待機時】・・・・・・・・・・約２４時間 【ラジオ受信時】・・・・・約８時間

災害等による停電時の告知放送受信方法について
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熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

　

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
、
条

件
次
第
で
熱
中
症
に
か
か
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
が
、
正
し
い
予
防
方
法
を
知

り
、
普
段
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と
で
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

初
夏
や
梅
雨
明
け
・
夏
休
み
明
け
な

ど
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
の
に

気
温
が
急
上
昇
す
る
時
は
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

■
症
状

　

熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に
、

私
た
ち
の
身
体
が
適
応
で
き
な
い
こ
と

で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
の
総
称
で

す
。
以
下
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
熱

中
症
に
か
か
っ
て
い
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

①
め
ま
い
や
顔
の
ほ
て
り

　

一
時
的
に
意
識
が
遠
の
い
た
り
、
腹

痛
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

②
筋
肉
痛
や
筋
肉
の
け
い
れ
ん

　
「
こ
む
ら
返
り
」
と
呼
ば
れ
る
、
手

足
の
筋
肉
が
つ
る
な
ど
の
症
状
が
あ
り

ま
す
。

③
体
の
だ
る
さ
や
吐
き
気

　

体
が
ぐ
っ
た
り
し
力
が
入
ら
な
か
っ

た
り
、
吐
き
気
や
嘔
吐
、
頭
痛
な
ど
を

伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
汗
の
か
き
方
が
お
か
し
い

　

拭
い
て
も
ふ
い
て
も
汗
が
で
た
り
、

逆
に
ま
っ
た
く
汗
を
か
か
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

⑤
体
温
が
高
い
、
皮
膚
の
異
常

　

体
温
が
高
く
皮
膚
を
触
る
と
と
て
も

熱
か
っ
た
り
、
皮
膚
が
赤
く
乾
い
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑥
呼
び
か
け
に
反
応
し
な
い
、
ま
っ
す

ぐ
歩
け
な
い

　

声
を
か
け
て
も
無
反
応
も
し
く
は
お

か
し
な
返
答
を
し
た
り
、
体
が
ガ
ク
ガ

ク
と
ひ
き
つ
け
を
起
こ
す
、
ま
っ
す
ぐ

歩
け
な
い
な
ど
の
異
常
が
あ
る
と
き
は
、

重
度
の
熱
中
症
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

⑦
水
分
補
給
が
で
き
な
い

　

呼
び
か
け
に
反
応
し
な
い
な
ど
、
自

分
で
上
手
に
水
分
補
給
が
で
き
な
い
場

合
は
大
変
危
険
な
状
態
で
す
。
こ
の
場

合
は
、
無
理
や
り
水
分
を
口
か
ら
飲
ま

せ
る
こ
と
は
や
め
、
救
急
車
を
呼
ん
だ

り
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
予
防
・
対
策

◎
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
、 

暑
さ
に
負
け

な
い
体
づ
く
り
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

①
水
分
を
こ
ま
め
に
摂
る

　

の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
、
こ
ま

め
に
水
分
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。
大
量
に

汗
を
か
い
た
後
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

な
ど
の
塩
分
や
糖
分
を
含
む
飲
料
を
飲

む
と
、
水
分
の
吸
収
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
、
汗
で
失
わ
れ
た
塩
分
の
補
給
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

②
塩
分
を
ほ
ど
よ
く
摂
る

　

毎
日
の
食
事
を
通
し
て
、
ほ
ど
よ
く

塩
分
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。
大
量
の
汗
を

か
く
時
は
、
特
に
塩
分

補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
か
か
り
つ

け
医
か
ら
水
分
や
塩
分

の
制
限
を
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
よ
く

相
談
の
う
え
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

③
睡
眠
環
境
を
快
適
に
保
つ

　

通
気
性
や
吸
水
性
の
良
い
寝
具
を
使

用
し
た
り
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
適

度
に
使
用
し
睡
眠
環
境
を
整
え
ま
し
ょ

う
。
日
々
ぐ
っ
す
り
と
眠
る
こ
と
で
、

翌
日
の
熱
中
症
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。

④
丈
夫
な
体
を
つ
く
る

　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
や
し
っ
か
り

と
し
た
睡
眠
を
と
り
、
熱
中
症
に
か
か

り
に
く
い
体
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

◎
日
々
の
生
活
の
中
で
、
暑
さ
に
対
す

る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
気
温
と
湿
度
を
気
に
か
け
る

　

屋
内
の
場
合
は
、
日
差
し
を
遮
っ
た

り
風
通
し
を
良
く
し
、
気
温
や
湿
度
が

高
く
な
る
の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

②
室
内
を
涼
し
く
す
る

　

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
、
換
気
で
室
温

を
適
度
に
下
げ
ま
し
ょ
う
。
過
度
の
節

電
や「
こ
の
程
度
の
暑
さ
な
ら
大
丈
夫
」

と
我
慢
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
危
険
で

す
。

③
衣
服
を
工
夫
す
る

　

麻
や
綿
な
ど
通
気
性
の
よ
い
生
地
を

選
ん
だ
り
、
下
着
に
は
吸
水
性
や
速
乾

性
に
す
ぐ
れ
た
素
材
を
選
ぶ
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

■
熱
中
症
か
な
と
思
っ
た
と
き
は

・
す
ぐ
に
医
療
機
関
へ
相
談
、
ま
た
は

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

・
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

・
衣
服
を
脱
が
し
、
体
を
冷
や
し
て
体

温
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

・
塩
分
や
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う 

（
嘔
吐
の
症
状
が
出
て
い
た
り
意
識

が
な
い
場
合
は
、
無
理
や
り
水
分
を

飲
ま
せ
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。）

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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〇
納
税
に
つ
い
て

　

税
金
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
貴
重
な
財
源

で
す
の
で
、
期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
期
限
後
20
日
以

内
に
督
促
状
が
発
送
さ
れ
ま
す
。
滞
納
の

場
合
は
本
来
納
め
る
べ
き
税
額
の
他
に
督

促
手
数
料
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、
滞
納

が
長
期
間
に
わ
た
る
と
財
産
調
査
等
を
行

い
差
し
押
さ
え
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
事
業
等
に
係
る
収
入

に
相
当
の
減
少
が
あ
っ
た
方
は
、１
年
間
、

納
税
の
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
は
、
申
請
に
よ
り
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
役
場
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

納
税
の
猶
予
Ｕ
Ｒ
Ｌ

〈https://w
w
w.tow

n.m
inam

ioguni.lg.jp/
living/covid-19/post_21.htm

l

〉

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
Ｕ
Ｒ
Ｌ

〈https://w
w
w.tow

n.m
inam

ioguni.lg.jp/

living/covid-19/post_27.htm
l

〉

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
質
問
や
ご

相
談
は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
熊
本
国
税
局
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
ご
利
用
の
際
の

手
順
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

阿
蘇
税
務
署
に
電
話
す
る
。

２　

最
初
の
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、

　
　

ダ
イ
ヤ
ル
「
１
」
を
選
択
す
る
。

※
税
務
署
か
ら
の
お
尋
ね
に
対
す
る
問
い

合
わ
せ
や
納
付
相
談
、
又
は
税
務
署
の
職

員
に
ご
用
の
方
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
「
２
」
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
相
談
し
た

い
内
容
の
番
号
を
次
の
中
か
ら
選
択

し
ま
す
。

①
個
人
の
年
金
や
事
業
な
ど
の
所
得
税

②
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収（
年
末
調
整
）

又
は
支
払
調
書

③
相
続
税
や
贈
与
税
又
は
譲
渡
所
得

④
法
人
税

⑤
消
費
税
や
印
紙
税

⑥
そ
の
他

■
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
に
つ
い

て
　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ

る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま

で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、

満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間

に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満

額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
国
民
年
金
の
任
意
加
入
は
、
申
し
出
し

た
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。）

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を

持
つ
方
も
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

「
熊
本
東
年
金
事
務
所
」

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
、
年
金
手
帳
な

ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を

お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

「
わ
た
し
と
年
金
」

エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
て
い
ま
す

■
テ
ー
マ

　

応
募
者
本
人
や
家
族
な
ど
の
身
近
な
方

と
公
的
年
金
制
度
と
の
関
わ
り
な
ど
、「
わ

た
し
と
年
金
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
ッ
セ

イ
。
公
的
年
金
の
大
切
さ
、
ま
た
は
社
会

保
障
と
し
て
の
公
的
年
金
の
意
義
な
ど
に

つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
盛
り
込
ん
だ
内

容
で
あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

■
応
募
資
格

　

一
般
、
学
生
・
生
徒
（
中
学
生
以
上
）

■
応
募
要
領
（
郵
送
）

・
日
本
語
で
千
～
２
千
文
字
以
内
で
、

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
の
場
合
は
３

～
５
枚
、ワ
ー
ド
文
書
形
式
の
場
合
は
、

原
稿
横
書
き
１
～
２
頁
程
度（
Ａ
４
版
、

40
字
×
35
行
）

・
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
住

所
、
電
話
番
号
、
職
業
や
所
属
（
学
校

名
な
ど
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
め
切
り

　

９
月
11
日（
金
）　

当
日
消
印
有
効

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ

〒
１
６
８
‐
８
５
０
５

東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
３
‐
５
‐
24

日
本
年
金
機
構　

相
談･

サ
ー
ビ
ス
推
進

部　

サ
ー
ビ
ス
推
進
グ
ル
ー
プ

「
わ
た
し
と
年
金
」
担
当

☎
０
３（
５
３
４
４
）１
１
０
０

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年

金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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 未 来 づ く り 通 信

未来づくり事業とは？（株）SMO 南小国は、南小国町から業務を受託し、南小国の 
「上質な里山」を維持・継承するために「未来づくり事業」に取り組んでいます。 
南小国の未来をつくる数々の挑戦を育む場として、2019 年５月に未来づくり拠点 MOG を
開設し、町内外の挑戦を後押ししています。Instagram @miraimog で情報発信中！ 

（株）SMO 南小国 未来づくり拠点 MOG（南小国町赤馬場 1896-7）☎080-8573-6474

vol.８ 

専門分野は経営から人事、羊まで！個性豊かな SMO 南小国のコーディネーター 

「未来づくり事業」のさまざまな活動を紹介する未来づくり通信！前号は、地域おこし 
協力隊の活動を伴走者として支えるコーディネーターの業務をお伝えしました。今月は、SMO
南小国のコーディネーターとして活動する 3 名のプロフィールと専門分野を紹介します。 
 起業や事業承継はもちろん、新しい仕事や企画に挑戦しようとされている皆さま。ぜひ 
私たち SMO 南小国のコーディネーターにお気軽にご相談ください！ 

 

県内初！⻘年農業者クラブの 2018 年度 ⼥性会⻑ 

佐藤 智香（さとう ちか） 
高菜の種で作るマスタード「阿蘇タカナード」を通して、
阿蘇の風景を守り継いでいくことを理念に活動する佐藤
さん。農園経営と商品開発の経験を活かし最新技術を駆
使した農業に挑戦するナタリーさんを担当しています。

旅館の人事や研修のあたらしい仕組みをつくる 

前田 優（まえだ ゆう） 
星野リゾートで社員教育に携わった経験から地域を活性
化する人材育成の専門家として活動する前田さん。⿊川
温泉観光旅館協同組合の研修部に在籍しながら、入湯手
形の木工技術承継を進める當房さんを担当しています。

ひつじ愛を語りだしたら止まらない農家の番頭的存在 

宮本 龍（みやもと りゅう） 
阿蘇を拠点に各地の農家との幅広い交友を活かし、アグ
リコーディネーターとして阿蘇の草原を守る羊の育成に
挑戦する宮本さん。耕作放棄地を減らし地元産野菜を増
やす栽培マニュアルを作る林田さんを担当しています。
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６
月
２
日
に
三
ヶ
月
ぶ
り
に

き
よ
ら
塾
を
始
め
ま
し
た
。
３

年
生
か
ら
参
加
で
き
ま
す
が
、

本
年
度
は
、
４
名
の
３
年
生
が

加
わ
り
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

７
時
か
ら
ま
ず
、
英
会
話
の

学
習
を
し
ま
す
。
先
生
は
、
写

真
に
写
っ
て
い
る
村
上
先
生
で

す
。
本
年
度
か
ら
中
原
小
学
校

３
年
生
の
洋
太
君
が
入
っ
た
の

で
、
私
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

気
合
い
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。

　

上
記
の
写
真
は
、
Ｈ
ｏ
ｗ 

ａ
ｒ
ｅ  

ｙ
ｏ
ｕ
？
（
ご
き
げ

ん
い
か
が
で
す
か
）
と
村
上
先

生
の
質
問
に
、
Ｉ 

ａ
ｍ 　

ｆ

ｉ
ｎ
ｅ
・（
私
は
、
元
気
で
す
。）

と
洋
太
君
が
答
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

次
に
、
こ
と
わ
ざ
で
す
。
こ

の
日
の
こ
と
わ
ざ
は
、「
楽
あ
れ

ば
苦
あ
り
、
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
」

で
す
。
私
と
し
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
こ
と
を
念
頭
に
こ
の
こ
と

わ
ざ
を
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
が
、
塾
生
か
ら
は
、
ほ
と
ん

ど
意
見
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
次
に
、
熊
日
読
者
ひ
ろ

ば
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
へ
の
見

だ
し
付
け
で
す
。
今
回
は
、
５

月
16
日
に
掲
載
さ
れ
た
南
小
国

中
学
校
３
年
生
佐
藤
結
子
さ
ん

の
文
章
へ
の
見
だ
し
付
け
で
す
。

い
つ
も
な
ら
塾
生
が
読
ん
で
か

ら
見
出
し
を
考
え
ま
す
が
、
今

回
は
、
中
学
生
の
文
章
な
の
で

私
が
読
ん
だ
後
、
考
え
さ
せ
ま

し
た
。
今
回
か
ら
レ
ベ
ル
を
あ

げ
、
理
由
を
つ
け
て
自
分
が
考

え
た
見
出
し
を
発
表
す
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て

か
ら
、４
年
生
の
創
太
君
が
「
今

み
ん
な
不
安
に
思
っ
て
い
る
の

で
、
不
安
な
時
こ
そ
と
い
う

言
葉
が
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。」
と
発
表
し
ま
し
た
。「
す

ば
ら
し
い
で
す
。
見
出
し
の
前

半
は
、
不
安
な
時
こ
そ
で
す
。」

と
い
う
と
、
次
々
に
「
人
の
絆
」

「
大
切
」
と
い
う
言
葉
が
出
ま

し
た
。
正
解
は
「
不
安
な
時
こ

そ
人
の
絆
大
切
に
」
で
す
。
と

言
う
と
満
足
げ
な
塾
生
の
笑
顔

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
下
記
の
写

真
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
高
校

生
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
６
年
生

の
小
池
さ
ん
が
発
表
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
私
の
自
作
の
問
題
を

解
き
ま
す
。
都
道
府
県
に
関
す

る
問
題
、
算
数
の
問
題
、
三
つ

の
単
語
を
使
っ
て
文
章
を
書
く

課
題
で
す
。

①
日
本
は
、
島
国
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
海
に
面
し
て
い
な

い
県
が
八
つ
あ
り
ま
す
。
番
号

も
書
き
ま
し
ょ
う
。
参
考
ま
で

に
答
え
を
書
き
ま
す
。

９
栃
木　

10
群
馬　

11
埼
玉

19
山
梨　

20
長
野　

21
岐
阜

25
滋
賀　

29
奈
良

　

１
か
ら
47
ま
で
番
号
で
都
道

府
県
を
覚
え
さ
せ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
番
号
で
覚
え
る
と
位

置
関
係
が
わ
か
る
か
ら
で
す
。

③
日
常
、
当
た
り
前
、
生
活
の

三
つ
の
単
語
を
使
い
90
字
以
上

１
０
０
字
以
内
で
文
章
を
書
き

な
さ
い
。

　

６
年
生
の
髙
橋
君
が
次
の
よ

う
な
文
章
を
短
時
間
に
書
き
上

げ
ま
し
た
。

　

最
近
、
日
常
で
ふ
つ
う
当
た

り
前
の
生
活
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
出
来
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
な
の
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
終
息
し
た
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
が
で

き
た
り
し
て
当
た
り
前
の
日
常

に
も
ど
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

き
よ
ら
塾
で
は
、
書
く
こ
と

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
こ
れ
か
ら
の
学
力
と
し
て
、

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、
発
表

す
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　

き
よ
ら
塾
は
、
週
２
回
、
火

曜
日
と
木
曜
日
に
管
理
セ
ン

タ
ー
で
し
て
い
ま
す
。
時
間
は
、

７
時
か
ら
８
時
半
で
す
。
参
加

費
は
、
無
料
で
す
が
、
送
迎
は

保
護
者
の
責
任
で
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
随
時
、
教
育
委
員
会

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
小
学

３
年
生
以
上
で
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

195

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
夢
の
実
現
を
目
指
し
て

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　

英会話の様子

高校生と仲良く学習
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子
供
の
水
の
事
故
を
防
ぐ

　

子
供
た
ち
が
プ
ー
ル
や
川
な
ど
で
水
遊

び
を
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
た

ち
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
予
防

・
子
ど
も
だ
け
で
は
行
か
な
い
。

・
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

・
天
候
は
必
ず
確
認
す
る
。

・
危
険
な
箇
所
を
確
認
す
る
。

◎
事
故
に
遭
遇
し
た
ら

・
一
人
で
助
け
よ
う
と
せ
ず
周
り
の
人
に

助
け
を
求
め
、
消
防
署
へ
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ロ
ー
プ
、
長
い
棒
を

使
っ
て
助
け
る
。

熱
中
症
に
注
意

　

夏
に
な
る
と
暑
く
な
り
、
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
熱
中
症
に
よ
り
救
急
搬
送
さ
れ
た
と

耳
に
し
ま
す
。
熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
正
し
い
対
処
方
法
を
知
り
、
普
段

か
ら
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎
対
処
方
法

・
喉
が
乾
い
た
と
思
う
前
に
水
分
補
給
を

し
ま
し
ょ
う
。（
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
を
お

勧
め
し
ま
す
。）

・
意
識
が
な
い
時
や
、
容
態
が
改
善
し
な

い
と
き
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
下

さ
い
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

夏
休
み
中
の
少
年
非
行
・

家
出
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！
　

　

家
庭
は
小
さ
な
社
会
で
す
。
家
庭
内
の

小
さ
な
約
束
を
守
る
こ
と
が
、
規
範
意
識

を
育
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
決
ま
り
や

約
束
を
守
る
こ
と
で
、
自
分
も
守
ら
れ
る

こ
と
を
家
庭
内
で
し
っ
か
り
と
教
え
て
、
よ

り
よ
い
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
子
供
の
言
葉
や

生
活
態
度
に
注
意
し
て
、

○
行
先
を
つ
げ
ず
に
外
出
し
た
り
、
帰

り
が
遅
く
な
る
。

○
買
い
与
え
て
い
な
い
も
の
を
持
っ
て

い
る
。

○
言
葉
遣
い
が
乱
暴
に
な
る
。

○
片
時
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電

話
を
離
そ
う
と
し
な
い
。

○
学
校
や
部
活
に
行
き
た
が
ら
な
い
。

○
友
人
関
係
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

な
ど
、非
行
の「
兆
し
」を
発
見
し
た
場
合
、

早
期
に
適
切
な
指
導
を
行
い
、
子
供
を
非

行
に
走
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
「
ダ
メ
・
ゼ
ッ
タ
イ
」
★

薬
物
乱
用
を
防
止
し
よ
う
！
　

【
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
】

　

覚
醒
剤
を
は
じ
め
と
す
る
薬
物
の
乱
用

は
、
精
神
と
身
体
の
両
面
を
深
く
致
命
的

に
破
壊
し
ま
す
。

　

脳
の
正
常
な
発
達
を
止
め
て
し
ま
い
、
乱

用
に
よ
り
精
神
障
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
「
一
度
だ
け
」
の
つ
も
り
で
も
、
量
や
回

数
が
増
え
、
自
分
の
意
志
で
は
止
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、
最
悪
の
場
合
は
死

に
至
る
ほ
か
、
殺
人
、
強
盗
、
放
火
等
の

凶
悪
な
犯
罪
や
重
大
な
交
通
事
故
等
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用

し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
、「
合
法
ハ
ー
ブ
」

「
合
法
ド
ラ
ッ
グ
」「
お
香
」「
ア
ロ
マ
」

等
と
い
う
表
現
に
騙
さ
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

【
相
談
は
早
め
に
遠
慮
な
く
】

「
覚
醒
剤
相
談
電
話
」

☎
０
９
６（
３
８
４
）４
４
４
４

※
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110
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〝
き
よ
ら
の
郷
〟
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

『
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
』

　

山
々
の
緑
も
雨
に
濡
れ
て
色
濃
く
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
？

　

６
月
に
入
り
、
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
の
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
の
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

は
じ
め
に
紹
介
す
る
の
は
、「
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
」
で
す
。
体
育
館
に
入
る

と
、
さ
っ
そ
く
元
気
な
子
供
た
ち
の
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
準
備

体
操
を
入
念
に
し
て
、
早
速
シ
ャ
ト
ル
を

使
っ
て
練
習
す
る
の
か
と
思
い
き
や
、
ま
ず

は
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
て
手
首
の
返
し
の
確
認

や
、
ス
ナ
ッ
プ
の
練
習
を
し
て
か
ら
や
っ
と
、

シ
ャ
ト
ル
を
使
っ
た
練
習
が
始
ま
り
、
ド
ラ

イ
ブ
や
ヘ
ア
ピ
ン
な
ど
、
遠
く
へ
打
っ
た
り

近
く
に
打
っ
た
り
…
相
手
を
替
え
な
が
ら

低
学
年
・
高
学
年
関
係
な
く
楽
し
く
プ
レ

イ
を
し
て
い
ま
し
た
。
休
憩
を
は
さ
ん
で
、

試
合
形
式
で
の
練
習
等
…
。
み
ん
な
元
気

い
っ
ぱ
い
動
き
回
り
、
汗
だ
く
に
な
っ
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
級
生
や
先
に
始
め
た
子
供
た

ち
が
、
下
級
生
や
初
め
て
の
子
供
た
ち
に

教
え
て
い
る
姿
は
微
笑
ま
し
く
も
頼
も
し

く
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
４
名
の

指
導
者
が
、
丁
寧
に
指
導
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
、
26
名
の
子
供
た
ち
が
加
入
し
、

毎
週
水
曜
日
16
時
～
18
時
ま
で
・
金
曜
日

17
時
～
19
時
ま
で
、
市
原
小
学
校
体
育
館

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

随
時
募
集
し
て
い
る
の
で
、
い
つ
で
も

お
気
軽
に
教
育
委
員
会
事
務
局
☎（
４
２
）

０
０
４
７
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
☆

南
小
国
町
教
育
委
員
会
　
き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

☆
再
始
動
と
節
目
☆

　

六
月
に
入
り

学
校
が
本
格
的

に
再
開
す
る
の

に
合
わ
せ
て
部

活
動
も
再
始
動

し
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
感
染
拡

大
防
止
を
い
か

に
図
っ
て
い
く

か
と
い
う
こ
と

は
部
活
動
に
取
り
組
む
上
で
も
大
切
な
視

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
に
は
七
つ
の
部
活
動
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
三
密

を
避
け
る
た
め
に
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
毎
に

活
動
場
所
を
変
え
た
り
、
活
動
前
の
検
温

や
、
活
動
後
の
手
洗
い
等
、
各
々
の
部
活

動
が
そ
の
特
性
を
踏
ま
え
て
の
工
夫
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
悩
ま
し
い
の
は
、
部
活

動
生
に
と
っ
て
、
集
大
成
の
機
会
と
も
言

え
る
中
体
連
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
が
中
止

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

　

三
年
生
に
と
っ
て
は
目
標
と
し
て
い
た

成
果
発
表
の
機
会
を
失
っ
た
わ
け
で
す
か

ら
気
持
ち
の
切
り
替
え
も
難
し
い
は
ず
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
本
校
三
年
生
は
、
そ

う
い
う
状
況
に
な
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
と

変
わ
る
こ
と
な
く
下
級
生
に
寄
り
添
い
指

導
す
る
姿
を
示
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
本

当
に
素
敵
な
生
徒
た
ち
で
す
。

　

今
後
、
部
活
動
毎
に
代
替
と
な
る
大
会

や
他
校
と
の
試
合
、
あ
る
い
は
発
表
会
等

を
設
定
し
、
三
年
生
を
送
り
出
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
指
導
に

関
わ
っ
て
き
た

職
員
と
し
て
も
、

三
年
生
に
少
し

で
も
素
敵
な
思

い
出
と
し
て
残

せ
た
ら
と
い
う

こ
と
と
、
次
に

つ
な
が
る
節
目

に
し
て
く
れ
る

こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

文
責
：
狹
間
卓
史

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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６
月
１
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
対
策
を
講
じ
た
上
で
通
常
登

校
の
学
校
が
再
開
し
ま
し
た
。
現
在
、
学

校
は
日
常
生
活
を
「
新
し
い
生
活
様
式
」

に
沿
っ
て
実
践
す
る
こ
と
が
必
要
な
た

め
、
マ
ス
ク
着
用
、
健
康
観
察
の
徹
底
、

身
体
的
距
離
の
確
保
、
教
室
環
境
の
整
備

等
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
教
科
に
よ
っ
て

は
授
業
内
容
が
制
限
さ
れ
た
り
、
実
施
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
全
生
徒
が

揃
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
本
来
の
学
校

の
姿
が
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
ま

た
、
部
活
動
も

始
ま
り
、
１
年

生
の
新
加
入
で

放
課
後
に
は
元

気
な
生
徒
た
ち

の
声
が
響
い
て

い
ま
す
。
今
年

度
は
高
校
総

体
・
総
文
祭
が

中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
部
活

動
に
よ
っ
て
は

３
年
生
の
代
替

試
合
が
７
月
か

ら
８
月
に
か
け

て
開
か
れ
る
予

定
で
す
。

　

３
年
生
は
夕

課
外
も
ス
タ
ー

ト
し
、
受
験
対

策
、
就
職
活
動

や
面
接
練
習
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
進
路
目
標
に

向
け
て
の
取
り

組
み
が
本
格
的

に
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
２
年
生
は
進
路

へ
の
意
識
を
高
め
、
小
国
高
校
の
新
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
自
覚
を
持
っ
て
部
活
動
や

生
徒
会
を
引
き
継
い
で
い
こ
う
と
主
体
的

に
行
動
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。
１
年
生
は

高
校
生
活
の
リ
ズ
ム
に
徐
々
に
慣
れ
、
家

庭
学
習
の
習
慣
化
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ス
も
ま
と
ま
り
感
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
放
課
後
は
友
達
と
教
室

や
図
書
館
等
で
テ
ス
ト
勉
強
に
励
む
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

小
国
支
援
学
校
で
は
、
５
月
末
の
準
備

期
間
を
は
さ
み
、
６
月
１
日
よ
り
、
通
常

日
課
で
学
校
が
再
開
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
学
部
で
、
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
は
、
久
し

ぶ
り
の
学
校
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
少
し

疲
れ
が
見
え
る
様
子
も
あ
り
ま
す
が
、
元

気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
を
再
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
感

染
症
予
防
の
小
国
支
援
学
校
の
５
ケ
条
」

を
設
定
し
て
予
防
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
内
容
は
、

１　

体
温
を
計
ろ
う

毎
日
登
校
後
に
検
温
を
実
施
し
て
い
ま

す
２　

手
洗
い
・
う
が
い
・
消
毒
を
し
よ
う

下
校
後
に
教
室
の
消
毒
も
お
こ
な
っ
て

い
ま
す

３　
「
３
密
」
を
さ
け
よ
う

換
気
を
し
っ
か
り
と
お
こ
な
い
、
集
会

は
学
部
別
で
実
施
し
て
い
ま
す

４　

給
食
の
と
き
は
、
少
し
離
れ
よ
う

席
の
間
隔
を
開
け
て
、
給
食
を
食
べ
て

い
ま
す
。

５　

マ
ス
ク
を
し
よ
う

同
時
に
熱
中
症
の
予
防
も
実
施
し
て
い

ま
す

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
以
前
と
は
異
な
る
部
分

は
あ
り
ま
す
が
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

学
校
と
な
る
よ
う
、努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１
学
期
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
し

た
、
歓
迎
遠
足
や
す
ぎ
の
こ
運
動
会
な
ど

行
事
は
、す
べ
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

２
学
期
の
行
事
は
、
こ
れ
か
ら
の
状
況
を

見
て
、
上
の
「
感
染
症
予
防
の
小
国
支
援

学
校
の
５
ケ
条
」
を
遵
守
し
な
が
ら
、
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
校
の
教
育
活
動
に
、

御
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

小
国
公
立
病
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

に
つ
い
て

「
外
来
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
・
発
熱
外
来

に
つ
い
て
」

外
来
看
護
師
長　

河
津
紀
子

　

２
０
１
９
年
12
月
に
中
国
武
漢
市
で
原
因
不
明
の

肺
炎
が
報
告
さ
れ
、
今
年
の
１
月
14
日
に
世
界
保
健

機
構
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
と
認
定
し

ま
し
た
。
そ
れ
以
後
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

連
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
連
日
の
よ
う
に
耳
に
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
事
と
思
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
と
し
て 
病

院
入
り
口
で
の
体
温
測
定
、
２
時
間
お
き
の
定
期
的
な

換
気
、〝
思
い
や
り
シ
ー
ト
〟
を
設
け
座
席
間
隔
を
あ

け
る
、定
期
的
な
（
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
）

清
掃
、
診
察
予
約
時
間
の
工
夫
、
入
院
患
者
様
へ
の
面

会
禁
止
な
ど
様
々
な
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
住
民
の
皆
様
、
一
人
一
人
が
感
染
予

防
を
し
っ
か
り
行
い
、
病
院
の
感
染
対
策
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
、
小
国
郷
の
感
染
者
は
、
６
月
20
日
現

在
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

当
院
で
は
２
０
２
０
年
２
月

25
日
に
「
発
熱
外
来
」
を
開
設

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
発
熱
や
か
ぜ
の
症
状

の
あ
る
方
と
、
定
期
診
察
で
来

院
さ
れ
る
方
と
の
接
触
を
さ
け
、

感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
す
目
的
で

設
置
し
た
も
の
で
、
平
日
の

午
後
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
疑
わ
れ
る
場
合
だ
け
で
な

く
、
発
熱
や
風
邪
症
状
の
あ

る
方
も
「
発
熱
外
来
」
に
ご

案
内
し
診
察
を
行
っ
て
い
ま

す
。
医
療
従
事
者
は
感
染
防

止
と
し
て
、
防
護
服
や
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
、
手
袋
な
ど
着

用
し
診
察
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
下
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
相
談
窓

口
は
、
保
健
所
か
ら
熊
本
県
専
用
相
談
窓
口
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
６（
３
０
０
）５
９
０
９
に
変
更
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ご
心
配
な
方
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
当
院
に
ご
相
談
さ
れ
て
下
さ
い
。

　

病
院
を
受
診
す
る
こ
と
に
対
し
、
病
院
で
感
染
す

る
か
も
、
と
不
安
を
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、
受
診
が
集
中
し
な
い
よ
う
時
間
帯
を
ず

ら
す
な
ど
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。

　

発
熱
や
風
邪
症
状
の
あ
る
方
は
病
院
に
電
話
予
約

を
い
れ
、
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
指
定
さ
れ
た
時
間
に

受
診
頂
く
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
病
棟
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て
」

２
階
病
棟
看
護
師
長　

菊
池
勝
子

３
階
病
棟
看
護
師
長　

安
藤
幸
代

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
感
染
拡
大

防
止
の
為
、
６
月
20
日
現
在
、
入
院
患
者
様
へ
の
ご

面
会
を
禁
止
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
患
者
様
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
主
治
医
・

病
棟
師
長
の
許
可
し
た
方
に
限
り
、
部
屋
で
の
面
会
、

も
し
く
は
面
談
室
で
の
面
会
と
い
う
形
で
短
時
間
の

面
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

患
者
様
の
状
態
説
明
、
退
院
前
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

で
の
来
院
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
来
院
時
に
は
ス
タ
ッ

フ
に
お
声
掛
け
頂
き
、
案
内
が
あ
る
ま
で
は
病
棟
に

上
が
ら
ず
、
指
定
の
待
機
場
所
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

介
護
調
査
職
員
様
・
施
設
職
員
様
と
の
面
談
等
は
、

事
前
に
ご
連
絡
頂
き
、
許
可
制
で
面
談
室
で
の
対
応

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

病
棟
に
来
ら
れ
る
際
に
は
、
入
口
に
て
検
温
と
手

指
消
毒
を
し
て
頂
き
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

入
院
患
者
様
家
族
の
洗
濯
物
等
の
受
け
渡
し
に
つ

い
て
、
随
時
対
応
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
為
、
可
能

な
限
り
指
定
さ
れ
た
曜
日
・
時
間
に
ご
来
院
頂
け
ま

す
様
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
受
け
渡
し
日
時
】

２
階
病
棟　

火
曜
・
金
曜
15
時
～
18
時

３
階
病
棟　

火
曜
・
金
曜
15
時
～
18
時

　

感
染
防
止
の
為
、
病
院
の
入
り
口
を
１
か
所
に
制

限
し
て
お
り
ま
す
。
日
中
は
正
面
玄
関
よ
り
、
17
時

以
降
の
時
間
外
は
救
急
出
入
口
よ
り
お
入
り
下
さ
い
。

以
上
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

検温の様子

思いやりシート
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６
月
の
新
刊
図
書
紹
介

　

６
月
は
、
20
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
転
生
し
て
田
舎
で
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
お
く
り
た
い

②
す
ず
め
の
ま
る

③
爽
年

④
岩
石
・
鉱
物
・
化
石
（
小
学
館
の
図
鑑
Ｎ
Ｅ
Ｏ
）  

⑤
ペ
ッ
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト
は
大
さ
わ
ぎ　

新
装
版

⑥
闇
の
本　

番
外
編
忘
れ
て
い
た
会
談
（
ポ
プ
ラ
ポ
ケ
ッ
ト
文
庫
）

⑦
絶
体
絶
命
ゲ
ー
ム　

十
一
億
円
争
奪
サ
バ
イ
バ
ル

⑧
す
ぐ
で
き
る
、
よ
く
わ
か
る
！

　

自
由
研
究
中
学
生
の
理
科　

ニ
ュ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

⑨
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
！
自
由
研
究
大
ひ
ゃ
っ
か

　

小
学
生
に
ピ
ッ
タ
リ
の
一
０
０
テ
ー
マ

⑩
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ

⑪
か
あ
ち
ゃ
ん
取
扱
説
明
書

⑫
伝
説
の
家
政
婦
志
麻
さ
ん
が
う
ち
に
来
た
！

⑬
不
思
議
な
お
菓
子
レ
シ
ピ
サ
イ
エ
ン
ス
ス
イ
ー
ツ

⑭
十
字
架
の
カ
ル
テ

　

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｐ
Ｓ
Ｙ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

⑮
き
み
の
友
だ
ち

⑯
十
二
人
の
手
紙　

改
版

⑰
銃
・
病
原
菌
・
鉄　

一
万
三
０
０
０
年
に
わ
た
る
人
類
史
の
謎　

上
巻

⑱
銃
・
病
原
菌
・
鉄　

一
万
三
０
０
０
年
に
わ
た
る
人
類
史
の
謎　

下
巻

⑲
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
ま
い
に
ち
お
や
じ
ギ
ャ
グ
一
年
分

⑳
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
ま
い
に
ち
な
ぞ
な
ぞ
一
年
分

木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第４４６回市（６月２３日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 175（本売）
10～13㎝ 370（本売） 342（本売） 316（本売）
14～16㎝ 10,200 9,060 7,000
18～22㎝ 11,000 9,380 6,400
24～28㎝ 11,200 9,000 7,000
30㎝上 11,000 9,000 7,000

3ｍ

4～9㎝ 138（本売）
10～13㎝ 249（本売）
14～16㎝ 12,000 9,000 6,000
18～22㎝ 12,000 9,500 6,000
24～28㎝ 9,000 6,200
30㎝上 9,000 6,200

6ｍ
14～16㎝
18～22㎝ 13,000 10,000
24㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

14～16㎝ 11,200 8,600
18～22㎝ 12,100 8,300
24～28㎝ 11,000 6,300
30～36㎝

3ｍ
14～16㎝ 7,000 6,000
18～22㎝ 6,500 6,000
24～28㎝ 6,000

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 908.935 7,469,401 8,217
桧 9.971 84,676 8,492
杉、桧 104.535 648,160 6,200

計 1,023.441 8,202,237 8,014
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蛍ほ
お
た
るの

舞
い
込
ん
で
来
し
牛
の
産　
　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

賑
や
か
に
巣
立
つ
燕
よ
留
守
を
守も

る　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

う
れ
し
い
な
三み

と
せ年

つ
づ
け
て
来
た
つ
ば
め　
　

法　
　
　

水

守
り
た
い
南
へ
帰
る
そ
の
日
ま
で　
　
　
　
　

法　
　
　

水

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
マ
イ
ク
代
り
で
歌
う
孫　
　
　

橋
本　

ヤ
チ

木
蓮
は
王
者
の
ご
と
し
彼
岸
晴
れ　
　
　
　
　

橋
本　

ヤ
チ

紫
陽
花
の
緩
く
括
ら
れ
雨
に
咲
く　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

塩
提
げ
て
牛
見
に
行
く
と
梅
雨
の
牧　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

爽
涼
や
草
の
香
風
に
流
れ
く
る　
　
　
　
　
　

北
里　

典
子

万
緑
に
車
イ
ス
の
母
笑
み
こ
ぼ
る　
　
　
　
　

北
里　

典
子

ド
ク
ダ
ミ
で
作
る
漢
方
の
消
炎
剤　
　
　
　
　

日
隈
は
つ
み

磨
崖
仏
真
向
か
い
に
見
て
寺
紫
陽
花　
　
　
　

日
隈
は
つ
み

直
売
所
薤
の
匂
い
に
手
が
伸
び
て　
　
　
　
　

河
津　

ス
ヤ

根
づ
け
終
え
そ
ろ
そ
ろ
梅
雨
が
や
っ
て
来
る　

河
津　

ス
ヤ

何
気
な
く
見
つ
ゝ
過
ぐ
万
緑
の
中　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴

古
手
紙
の
断
捨
離
で
き
ぬ
青
葉
冷
え　
　
　
　

北　
　

千
鶴

　

東
峰
村
は
、
福
岡
県
東
部
に
あ
り
大
分
県
日
田
市
と
接
し
て
い
ま

す
。
平
成
17
年
に
旧
小
石
原
村
と
旧
宝
珠
山
村
が
日
本
で
一
番
小
さ

な
合
併
を
し
て
生
ま
れ
た
村
で
す
。

　

四
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
豊
か
な
清
流
と
緑
を
有
し
、
春
に　

は
、

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ゲ
ン
カ
イ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
花
々
が
咲
き
誇
り
、
初
夏
に
は
ホ
タ
ル
が

飛
び
交
う
自
然
溢
れ
る
美
し
い
村
で
す
。
ま
た
、
伝
統
的
工
芸
品
「
小こ
い
し
わ
ら
や
き

石
原
焼
」、
黒

田
藩
の
御
用
窯
で
あ
っ
た
「
髙た
か
と
り
や
き

取
焼
」
を
は
じ
め
、国
指
定
重
要
文
化
財
「
岩
屋
神
社
」、

日
本
棚
田
百
選
「
竹
地
区
の
棚
田
」、
樹
齢
６
０
０
年
と
も
い
わ
れ
る
「
行
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
す
ぎ

者
杉
」
な

ど
伝
統
文
化
や
自
然
豊
か
な
美
し
い
村
で
す
。

　

棚
田
の
広
が
る
竹
地
区
に
、
築
１
３
０
年
の
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
宿

泊
施
設“
古
民
家
ヴ
ィ
ラ「
あ
ん
た
げ
」”、地
域
の
食
材
を
提
供
す
る“
里
山
カ
フ
ェ「
棚

田
屋
」”
が
２
０
２
０
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
“
岩
屋
キ
ャ
ン
プ
場
”
で
は
、「
棚
田
で
キ
ャ
ン
プ
」
な
ど
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
た
ら
、
新
た
な
魅
力
が
加
わ
っ
た
東
峰
村
を
ぜ

ひ
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

美しい村を探す～九州・沖縄～
⑭福岡県　東峰村

古民家ヴィラ「あんたげ」

里山カフェ「棚田屋」
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　傷病手当金は、後期高齢者医療に加入している方のうち、被用者の方（＝雇い主か

ら給与の支払いを受けている方）で、新型コロナウイルスに感染または感染疑いのた

め勤務することができず、事業主から給与の全部または一部を受け取ることができな

い場合に支給されます。

【支給要件】

後期高齢者医療に加入している方のうち、次の 3つの条件をすべて満たす方

①新型コロナウイルス感染症（感染疑いを含む）の療養のため仕事ができないこと

※原則として事業主と医療機関の証明が必要です。ただし、医療機関を受診せず回

復した場合は、医療機関の証明が不要になる場合があります。

② 4日以上休んでいること

※発熱等の症状があって最初に「勤務予定があり仕事を休んだ日」が起算日（1日目）

となります。起算日から数えて、3日経過した後の「勤務予定があり仕事を休んだ日」

が支給対象日となります。

③休んだ期間について給与等がもらえないこと

※給与等が支払われている場合でも、その金額が傷病手当金より少ないときは、そ

の差額が支給されます。

【支給金額】

（直近の継続した 3か月間の給与収入の合計額÷就労日数）× 3分の 2×支給対象日数
※支給対象日数は、起算日（症状があり勤務予定にも関わらず仕事を休んだ最初の日）

から連続して 3日間の待期期間を経過した後、4日目以降にもともと勤務の予定

であるにも関わらず感染（または症状があり感染疑い）により休んだ日数となり

ます。

※有給休暇を使用するなど傷病手当金の日額相当額を超える給与等が支給された日

は、対象外です。

【お問い合わせ先】

　南小国町役場　町民課　戸籍住民係　　　☎ 0967（42）1113（直通）

　熊本県後期高齢者医療広域連合　給付課　☎ 096（288）6050（直通）

新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金について お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附
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お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

①新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡し、又は重篤な傷病を

負った世帯に属する被保険者

⇒　保険料の全額を免除

②新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の収入減少が見込まれ、

次（１）～（３）に該当する世帯に属する被保険者

⇒　保険料の一部を免除

世帯の主たる生計維持者について

（１）事業収入など、収入の種類ごとに見た本年の収入のいずれかが、令和元年に比

べて１０分の３以上減少する見込みであること

（２）前年の所得の合計額が１，０００万円以下であること

（３）収入減少が見込まれる種類の所得以外の令和元年の所得の合計額が４００万円

以下であること

【お問い合わせ先】

　南小国町役場　町民課　戸籍住民係　　　☎ 0967（42）1113（直通）

　熊本県後期高齢者医療広域連合　給付課　☎ 096（288）6050（直通）

　新型コロナウイルス感染症の流行に伴う
後期高齢者医療保険料の減免について　

＜補助事業申請受付のお知らせ＞
　まちづくり課において、次の補助金について申請を受付けします。
■補助事業名 ： 南小国町協働型逆境克服チャレンジ支援事業補助金
■補助対象者 ： 町内事業者を代表者とし、５者以上で構成する団体又は共同体
　　　　　　　（※団体又は共同体の構成員のうち、過半数を町内事業者で占めること等の要件あり。）

説　　明 補助金額 申請限度

○協働型逆境克服チャレンジ支援事業補助金
地域経済低迷の逆境を克服するために、複数事業
者が連携・協働し地域資源を活用し、地域ファン
を獲得しながら推進する、新たな事業の仕組み（シ
ステム）や体制の構築、整備及び運用等に係る費
用を補助する。
例）地域産品の詰め合わせを定期的に販売する取
組み 等

総事業費の８０％以内 上限２００万円

■募集締切　：令和２年７月３１日（金）
■募集方法　：予算の範囲内で募集し、応募内容を基に審査会を行います。
■問い合わせ：詳細や申請方法については、町ホームページをご覧になるか、役場まちづくり課まで

お問い合わせください。☎（４２）１１１２
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お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

一
時
預
か
り
事
業
に
つ
い
て

　

南
小
国
町
で
は
令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
突
発
的

な
事
情
、
里
帰
り
出
産
等
に
よ
り
、

一
時
的
に
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
と

な
る
場
合
や
育
児
疲
れ
に
よ
る
保
護

者
の
方
の
心
理
的
及
び
身
体
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
南
小
国
町
一
時

預
か
り
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
す
る
場
合
に
は
、
事
前
申
請

が
必
要
で
す
の
で
、
福
祉
課
保
育
児

童
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
保
育
園
の
定
員
等
に
よ
り
ご
利
用

で
き
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
育
て
短
期
支
援
事
業
に
つ

い
て

　

南
小
国
町
で
は
令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
、
保
護
者
の
疾
病
や
そ
の
他

家
庭
に
お
い
て
児
童
養
育
す
る
こ
と

が
一
時
的
に
困
難
に
な
っ
た
場
合
や

経
済
的
、
Ｄ
Ｖ
等
に
よ
り
緊
急
一
時

的
に
母
子
（
父
子
）
を
保
護
す
る
こ

と
が
で
き
る
子
育
て
短
期
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

南
小
国
町
子
育
て
世
帯
応
援

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
る
子
育
て
世
帯
の
生
活

を
支
援
す
る
町
独
自
の
取
組
と
し

て
、「
子
育
て
世
帯
応
援
給
付
金
」

を
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

令
和
２
年
５
月
１
日
時
点
で
対
象
児

童
を
監
護
し
て
お
り
、
南
小
国
町
に

住
所
を
有
す
る
保
護
者
の
方

■
対
象
児
童

平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
２
年

５
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童

■
給
付
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

■
申
請
方
法

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
役
場
福
祉
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
状
況
に
よ
っ

て
添
付
書
類
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
申
請
期
限

令
和
２
年
12
月
28
日
ま
で

※
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ
れ
な
い

場
合
に
は
、
支
給
を
受
け
る
こ
と
を

辞
退
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

対
象
児
童
の
住
民
票
が
南
小
国
町
に

な
い
場
合
、
対
象
と
な
る
方
で
あ
っ
て

も
申
請
書
が
送
付
さ
れ
て
い
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
対
象
に
な
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
保
育
児
童
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

実 施 保 育 所 市原保育園

利 用 定 員 1 日当たり３名程度

利 用 期 間 週３日以内、月 12 日以内

利 用 時 間
原則、保育園の保育時間内ですが、
状況によって異なりますので詳しく
はご相談ください。

対 象 児 童
児童福祉法第 24 条の規定による保育
の実施の対象とならない児童で、町
内に居住する就学前の児童

利用者負担額

１日 2,000 円（5 時間以上）
（給食、間食含）

１日 1,000 円（5 時間未満）
（給食、間食含）

福祉課からのお知らせ
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休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪

く
な
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
り

し
た
時
は
、
次
の
医
療
機
関
を

受
診
で
き
ま
す
。
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
受
診
さ
れ
て
く
だ
さ

い
。

①
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

③
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

病院名 電話番号 当番科目
7/19（日）～8/10(月) 小国公立病院 ☎46-3111 内科・外科・整形外科

7/19(日) 古閑医院 ☎22-3000 内科・消化器科・小児科
7/23(木) 大阿蘇病院 ☎22-2111 内科・整形外科
7/24(金) 問端内科 ☎32-0102 内科
7/26(日) 小野主生医院 ☎32-0039 内科・眼科

8/2(日) 阿蘇温泉病院 ☎32-0881 内科
8/9(日) 市原胃腸科外科 ☎34-1211 内科・消化器内科（胃腸内科）・外科

8/10(月) 一の宮整形外科 ☎22-3911 整形外科

令和２年度自衛官募集

募集種目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表 試験会場（予定）

一般曹
候補生

18歳以上
33歳未満

7月1日(水)～
9月10日(木)

1次: 9月19日(土)
2次:10月 9日(金)
  　　　～14日(水)
　　(内1日指定)

  1次：10月2日(金)
最終：11月6日(金)

筆記試験(５箇所)
①熊本・②八代・
③玉名・④天草・
⑤阿蘇
阿蘇地域振興局
※身体検査・
　口述試験

（北熊本駐屯地）

自衛官
候補生

18歳以上
33歳未満

年間を通して
行っています。
※新卒高校生は

9月からの受
験になります。

※9月の試験
筆記試験：9月19日(土)予定
別日に身体検査・口述試験
を行います。

合格発表日は試験日にお
知らせします。

航空学生

海：18歳以上23歳
未満の者（高卒者

（見込含）又は
高専３年次修了者

（見込含） 7月1日(水)～
9月10日(木)

1次:  9月22日(火）
2次:10月17日(土)
　　 　～10月22日(木)
3次:(海)11月20日(金)
　      ～12月16日(水)
        (空)11月14日(土)
　      ～12月17日(木)

  1次:10月 9日(金)
  2次:(海)11月11日(水)
          (空)11月 6日(金)
最終:令和3年1月19日(火)

【１次試験】
熊本地方合同庁舎
※2次以降は別途

連絡します。
空：18歳以上21歳
未満の者（高卒者

（見込含）又は
高専３年次修了者

（見込含）

看護学生

18歳以上21歳未
満の者高卒者（見
込含）又は
高専3年次修了者

（見込含）

7月1日(水)～
10月1日(木)

1次:10月17日(土)
2次:11月28日(土)・29日(日)

  1次:11月13日(金)
最終:令和3年2月5日(金)

【１次試験】
熊本地方合同庁舎

防衛大
学　校
学　生

推薦
細部は問い合わせ
ください。

9月5日(土)～
9月11日(金)

9月26日(土)
       27日(日)

10月30日(金)

防衛大学校
総合
選抜

18歳以上21歳未
満の者高卒者（見
込含）又は
高専3年次修了者

（見込含）

1次:  9月26日(土)
2次:10月31日(土)
        11月 1日(日)

  1次:10月16日(金)
最終:11月25日(水)

一般
7月1日(水)～

10月22日(木)

1次:11月 7日(土)
　　　     8日(日)
2次:12月 8日(火)
　　　   12日(土)

  1次:11月25日(水)
最終:令和3年1月22日(金)

別途連絡します。

【問い合わせ】自衛隊熊本地方協力本部阿蘇地域事務所　☎０９６７（２２）４５７５
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南小国町公式ホームページリニューアルのお知らせ

　町の公式ホームページがリニューアルされました！皆さんにとって、より身近で・利用しやすいよ
うにデザインなどが一新されており、スマートフォン表示にも対応しています。
　主に以下の点が変更されています。

≪知りたい情報を探しやすくなりました≫
　ライフイベントと分野別の２つの分類を追加したことで、
知りたい情報にアクセスし易くなりました。

≪補助金・助成金情報を掲載≫
　分類ごとに一覧でまとめられているので、目的の
補助金等を見つけやすくなっています。

≪イベント情報を掲載≫
　トップ画面下にイベントカレンダーが掲載されました。

災害時等にも情報が掲載されますので、皆様ぜひご活用ください。
ホームページ URL：https://www.town.minamioguni.lg.jp/

　　　　　　　　　　　　　　　　　QR コードはこちら→

問い合わせ：役場まちづくり課　☎（４２）１１１２

ライフイベントの分類

補助金一覧（分類ごと）

イベントカレンダーのイメージ

教えて！省エネ
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と

省
エ
ネ

　

窓
の
外
や
壁
面
に
張
っ
た

ネ
ッ
ト
な
ど
に
つ
る
性
の
植
物

を
這
わ
せ
て
、
カ
ー
テ
ン
の
様

に
覆
っ
た
も
の
を
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
と
呼
び
、
自
然
の
力

を
利
用
し
た
夏
場
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
が
な
い
部

屋
で
は
、
日
光
を
遮
る
物
が
な

い
の
で
、
太
陽
の
熱
に
よ
っ
て

温
め
ら
れ
た
窓
や
ガ
ラ
ス
の
熱

が
部
屋
の
中
に
伝
わ
り
、
部
屋

の
温
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

が
あ
る
部
屋
で
は
、
植
物
が
日

光
を
遮
り
熱
の
原
因
と
な
る
赤

外
線
の
多
く
を
反
射
す
る
た
め
、

部
屋
の
中
の
温
度
を
低
く
保
つ

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
た
と
し

て
も
部
屋
の
温
度
が
高
い
分
だ

け
負
担
が
か
か
り
電
力
を
多
く

消
費
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
で
エ
ア
コ
ン
の
消

費
電
力
を
抑
え
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
の
で
す
。

　

昔
か
ら
日
本
に
は
、
夏
の
日

差
し
を
遮
る
道
具
と
し
て
、
ヨ

シ
ズ
が
あ
り
ま
す
が
、
日
光
を

遮
る
こ
と
は
出
来
て
も
、
高
温

に
な
り
す
ぎ
る
と
ヨ
シ
ズ
自
体

が
温
ま
り
、
そ
の
熱
を
部
屋
の

中
に
伝
え
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

一
方
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

は
地
面
か
ら
吸
い
上
げ
た
水
を

茎
の
中
に
蓄
え
、
葉
の
表
面
か

ら
水
を
蒸
発
さ
せ
て
、
自
分
自

身
が
熱
く
な
ら
な
い
よ
う
に
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
役
場
庁
舎
に
も
設
置

し
て
み
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も

来
年
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

広報きよら 2020.7
20



お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

★　もっと詳しく知りたい方はこちら!!　★

 

★　どのくらいの人が裁判員を務めたの？　★

★　裁判員に選ばれる前と後での気持ちの変化は?　★

国民の皆様の積極的なご参加に支えられ，裁判員制度はスタートから１０年以上が経過しました。
実際に裁判員を経験された方の声をお伝えするとともに，これまでの実施状況をご紹介します。

●裁判所の広報行事

　裁判員制度に関するいろいろな情報や，裁判員裁判の開廷情報へのリンクなどを掲載しています。
　以下にコンテンツの一部をご紹介します！

●裁判員制度ウェブサイト　https://www.saibanin.courts.go.jp/

・これまで行われた裁判員裁判は，約１万２０００件です。

・約７万２０００人の方が裁判員として参加されました。

・裁判手続に参加いただいた日数は，平均約５．９日です。

裁判員に選ばれる前は・・・ 裁判員としてやってみたら・・・

裁判員裁判の実施状況
～経験者の声もお知らせします～

「裁判員に選ばれるまで，選ばれてから」

選任手続の説明を中心に，裁判員裁判について，コンパクトにまとめた映像で

す（約15分）。

動画配信などを行っています。 例えば・・・

やって

みたい

２４.９％

積極的にやってみたい

９.７％

あまりやりた

くなかった

３１.５％

無回答

０.７％

特に考えていなかった

１５.８％

やりたく

なかった

１７.４％

よい経験とは感じなかった ０.８％

特に感じることは

なかった ０.５％
無回答

０.８％

非常によい経験

と感じた

５８.３％

よい経験と感じた

３７.６％

あまりよい経験と

は感じなかった

２.０％

裁判所では，裁判官による出張講義を始め，各種の広報行事を行っています。各裁判所のウェブサ

イトにも掲載していますので，ご興味をお持ちいただいた方は，お気軽にお近くの地方裁判所総務

課までお問い合わせください。

「（積極的に）やってみたい」と

思っていた方は・・・ ３４.６％

９５．９％の方から

「（非常に）よい経験」との声

性別も年齢も，人生経験も違う人達の色々な意見が聞けて，とても勉強になりました。色々聞

いていく中で，自分の考えにも変化がありました。 （６０代女性，お勤め）
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南
小
国
町
ふ
る
さ
と
花
火
大

会
中
止
の
お
知
ら
せ

　

例
年
、
８
月
14
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
花
火
大
会
を
、
本
年

度
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
を
考
え
、
実
行
委

員
会
で
協
議
し
た
結
果
、
現
時

点
で
は
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
や

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
本
年

度
の
花
火
大
会
は
実
施
で
き
な

い
と
判
断
し
、
中
止
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
町
民

の
皆
様
に
は
誠
に
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。南

小
国
町
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

実
行
委
員
会

消
防
設
備
士
試
験
案
内

　

消
防
法
（
昭
和
23
年
法
律
第

１
８
６
号
）の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
２
年
度
第
１
回
・
第
２
回

消
防
設
備
士
試
験
が
次
の
日
程

等
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
試
験
日
及
び
願
書
受
付
期
間

等
】

〇
試
験
種
類

・
甲
種
全
類

・
乙
種
全
類

〇
試
験
日

・
第
１
回

　

令
和
２
年
９
月
６
日（
日
）

・
第
２
回

　

令
和
２
年
９
月
13
日（
日
）

〇
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

令
和
２
年
７
月
13
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

～
20
日（
月
）

・
電
子
申
請

　

令
和
２
年
７
月
10
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

～
17
日（
金
）

〇
試
験
地

・
熊
本
市

※
詳
し
く
は
、
試
験
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
願
書
等
の
配
置
場
所
】

受
験
願
書
等
は
、
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊

本
市
消
防
局
、
県
内
の
消
防
本

部
及
び
熊
本
県
総
務
部
市
町

村
・
税
務
局
消
防
保
安
課
に
６

月
23
日（
火
）以
降
配
置
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目

11
―
４

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ

ン
チ
（
熊
本
県
無
料
職
業
相

談
所
）
の
ご
案
内

　

就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
（
若

者
・
転
職
希
望
者
・
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
方
な
ど
）
の
お
仕

事
探
し
の
お
手
伝
い
を
い
た
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
利
用
時
間

平
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
（
事
前
予
約
制
）

■
場
所

阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地

２
４
０
２
（
阿
蘇
地
域
振
興
局

１
階
）

■
支
援
内
容

・
就
職
に
関
す
る
ご
相
談

・
適
性
診
断

・
履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
作
成

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
お
手
伝
い

・
実
際
の
場
面
を
想
定
し
た
面

接
の
練
習
・
面
接
対
策
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ

☎
０
９
６
７（
２
２
）８
１
７
８

定
期
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　

桜お
う
じ
ゅ樹
法
律
事
務
所
の
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時

７
月
17
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

■
場
所

役
場　

会
議
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

荒
上　

征
善　
様　

湯
田
上

（
故
）鞭
馬
キ
ミ
子　

様　
　
　
　

井　
　

将
宏　
様　

瀬
の
本

（
故
）久
米
男　

様　
　
　
　

（
６
月
29
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

不要不急の外出はお控えください．．．．．不要不急の外出はお控えください．．．．．

あ
っ
！
も
し
や

大
事
を
と
っ
て

あ
っ
！
も
し
や

大
事
を
と
っ
て

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で

ガ
マ
ン
す
る
こ
と
に

し
た
か
も
ラ
ヨ
か
!?

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で

ガ
マ
ン
す
る
こ
と
に

し
た
か
も
ラ
ヨ
か
!?

織
姫
様
と
彦
星
様
も

き
っ
と
再
会
で
き
て

い
る
ん
ラ
ヨ
か
ね
～

織
姫
様
と
彦
星
様
も

き
っ
と
再
会
で
き
て

い
る
ん
ラ
ヨ
か
ね
～

七
夕
の
季
節

が
来
た
ん
ラ
ヨ

七
夕
の
季
節

が
来
た
ん
ラ
ヨ

今
年
も
綺
麗
に

飾
り
付
け
が

で
き
た
ん
ラ
ヨ

今
年
も
綺
麗
に

飾
り
付
け
が

で
き
た
ん
ラ
ヨ

天
の
川
も

き
れ
い
ラ
ヨ

天
の
川
も

き
れ
い
ラ
ヨ

た
な
ば
た

た
な
ば
たきき

き
せ
つ

き
せ
つ

こ
と
し

こ
と
し

き
れ
い

き
れ
い

か
ざ
か
ざ

ち
ょ
う
せ
ん

ち
ょ
う
せ
ん

つつ

お
り
ひ
め
さ
ま

お
り
ひ
め
さ
ま

ひ
こ
ぼ
し
さ
ま

ひ
こ
ぼ
し
さ
ま

あ
ま
あ
ま

が
わ
が
わさ

い
か
い

さ
い
か
い

だ
い
じ

だ
い
じ

お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附
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7/
9木 1歳6か月児健診　13：15～　おぐに町民センター

消費生活相談日　9：00～16：00　役場

10 金 献血　13：45～16：00　役場

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木
5歳児健診　13：15～　管理センター
消費生活相談日　9：00～16：00　役場
心配ごと・行政相談　10：00～
地域福祉センターりんどう荘

17 金
法律相談　13：30～　役場
さくら荘カフェ　13：30～
さくら荘　七夕飾り作り

18 土

19 日

20 月

21 火

22 水

23 木 海の日

24 金 スポーツの日

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

31 金 固定資産税　第2期　納期限
国民健康保険税　第2期　納期限

8/
1土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

7 金 出張年金相談  10：00～15：00  おぐに町民センター
※要予約　熊本東年金事務所　☎096(367)2503

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

５
／
25
生　

林は
や
し　

　

星し
ょ
う
り李

く
ん

　
（
父
）隆
一･

（
母
）美
咲　
　

米　

山

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

６
／
８　

鑓
水　
清　
（
73
）志
賀
瀬

６
／
９　

小
川
ミ
ツ
子（
86
）白　

川

６
／
12　

井　
久
米
男（
85
）瀬
の
本

６
／
13　

黒
岩　

敏
好（
86
）黒　

川

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

７月・８月令和２年

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町の人口
（5月31日現在）

世帯数　1,779世帯
（－５）

　男　　1,874人
（＋３）

　女　　2,082人
（－８）

　計　　3,956人
（－５）

※（　）は前月比
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6月
生まれ
希望者
のみ
掲載

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

BIRTHDAY
   H

A
PPY

つ
く

南
小
国
町
広
報
誌
　

広
報

 き
よ

ら
－

自
然
と
調
和
し
た

『
き
よ
ら
の
郷
』

づ
く
り
－

№
6
8
0

編
集

･発
行

：
南

小
国

町
役

場
　

ま
ち

づ
く

り
課

〒
869-2492熊

本
県

阿
蘇

郡
南

小
国

町
大

字
赤

馬
場

143番
地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

みつみつ きき

　（父）克行さん

　（母）紗弥香さん

いつも笑顔をありがとう！たく
さん食べて、遊んで元気に育っ
てね

大日方　叙希 ちゃん1.6.13生

新町２

あさあさ

　（父）龍平さん

　（母）ショヴォー・ナタリーさん

旦！娘よ、おめでとう！毎日
我々に人生を教えてくれて、
ありがとう～二十歳になった
らこの写真また見せるからね！

山本　旦アリス ちゃん1.6.9生

中杉田４

行政情報メール配信サービスをご利用ください！
○メール配信サービスに登録することで、町からのお知らせをメールで確認することができるよう
になります。7月からは、CATV 文字放送及び町ホームページの更新情報もお知らせします。
下記のメールアドレスまたはQRコードを読み取り、空メールを送ると登録手続きが可能ですの
で、案内にしたがって登録をお願いします。

■登録専用メールアドレス：bousai@bousai.mogbb.jp　　　■登録専用ＱＲコード

※登録が上手くいかない時は、お持ちの携帯の販売会社へお問い合わせ下さい。
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